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●「PATENT  ATTORNEY」 は 
　「弁理士」のことです。 
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●大阪府／地元メーカー経営者（54歳） 

100

特許庁からのお知らせ 

http://www.jpaa.or.jp

　　　約半年前に特許出願を行い、
　　その発明を利用した製品を国内
で製造・販売し始めましたが、最近、
更なる拡販を狙って、欧州にも輸出
する計画を立てています。欧州でも
発明を独占するには、日本で特許権
を取得すれば十分でしょうか？ 

　　　国内で得た特許権によって外

　　国で発明を独占することは出来

ないため、別途、欧州でも特許権を得

なければなりません。また、国内出願

と欧州での出願との間における発明

の公知（自らの販売）等によって欧州

における特許権の取得が阻害されな

いように、国内出願に基づく優先権と

呼ばれる権利を主張して、 

国内出願から１年以内に欧州へ 

出願する必要があります。なお、欧

州特許庁へ出願する方法の他に、

各国に出願する方法、国際出願と呼

ばれる特殊な出願を経由する方法も

あり、今後の他国での拡販計画・出

願コスト等を考慮して、何れかの方

法を採用すべきです。外国出願につ

いては、各地域の特許制度を理解し

た上で複雑な手続き等を行う必要が

ありますので、お近くの弁理士にご相

談下さい。 

◎このコーナーでは知的財産権に関する皆さまの質問に
お答えします。質問事項を記載して、下記の住所にハガ
キまたはFAX.03-3519-2706で日本弁理士会 広報・支援・
評価室「Q&A係」までお送りください。 

阪間和之（作） 飯岡菜子（画） 

　私たち産業財産権専門官は中小企業に
お伺いし、特許関連支援策の内容や手続
等についてわかりやすくご紹介します。そし
て制度や施策に関するご相談、特許庁に対
するご意見・ご要望をお聴きします。また、中
小企業の社内研修、経営者が集まる勉強
会等の講師も無料でお引き受けいたします。
企業訪問や講師派遣の要請については特
許庁までお気軽にお問い合わせ下さい。 

■ご連絡先 

　特許庁 普及支援課 産業財産権専門官 
　電話03-3581-1101 内線2340 
　E-mail： PA0661@jpo.go.jp

知財で頑張る中小企業を 
応援します 

＝全国を駆け回る特許庁産業財産権専門官＝ 
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　知的財産権制度と弁理士の業
務について、イラストや図を使って
わかりやすく解説したパンフレット 
「弁理士Info」及び季刊誌パテント・
アトーニーのヒット商品を支えた知
的財産権と題して連載してきた内
容を１冊にまとめた「ヒット商品は
こうして生まれた！」等のパンフレッ
トがあります。 

　一般の方には原則として無料で
差し上げております。（送料は当会
で負担します） 
　ご希望の方は、下記ご連絡先ま
でお問合せ下さい。 

「弁理士Ｉｎｆｏ」 
「ヒット商品を支えた知的財産権」 

のご案内 
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ヒット商品は、こうして生まれた！ 

（長岡） 
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雅
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都
心
、
し
か
も
オ
フ
ィ
ス 

ワ
ー
ク
中
心
の
生
活
で
は
、
雨
の
有
り
難
み
を
感

じ
る
機
会
が
少
な
い
。
む
し
ろ
外
出
に
気
が
塞
ぐ

事
の
方
が
多
い
。
書
類
は
濡
れ
る
し
、
傘
は
荷
物

に
な
る
。 

　
し
か
し
、
雨
が
降
ら
な
け
れ
ば
一
大
事
だ
。
人

間
だ
け
で
な
く
、
生
物
は
水
無
し
で
は
生
き
て
い

く
こ
と
が
で
き
な
い
。 

　
水
資
源
を
確
保
す
る
た
め
、
人
は
貯
水
池
や
ダ

ム
を
つ
く
り
干
ば
つ
に
備
え
て
き
た
。
そ
れ
で
も

首
都
圏
や
四
国
地
方
、
九
州
地
方
で
は
し
ば
し
ば

水
不
足
が
発
生
し
、
取
水
制
限
が
現
在
で
も
設
け

ら
れ
る
事
が
あ
る
。 

　
昨
年
、
四
国
で
人
工
降
雨
実
験
が
行
わ
れ
た
。

飛
行
機
で
上
空
か
ら
雲
に
ド
ラ
イ
ア
イ
ス
を
散
布

す
る
な
ど
し
て
、
氷
の
粒
子
を
人
工
的
に
つ
く
り

出
す
も
の
で
、
そ
れ
ら
が
衝
突
し
た
り
し
て
粒
子

を
大
き
く
し
な
が
ら
落
下
し
、
地
上
に
雪
あ
る
い

は
雨
と
な
っ
て
降
り
注
ぐ
。
研
究
実
施
機
関
や
背

景
は
異
な
る
も
の
の
、
日
本
は
こ
う
し
た
研
究
に

４０
年
代
後
半
か
ら
取
り
組
ん
で
き
た
。 

　
雨
乞
い
を
し
て
い
た
昔
の
人
々
も
、
研
究
者
も

同
じ
気
持
ち
で
空
を
見
上
げ
て
い
た
の
で
は
な
い

か
と
想
像
し
て
し
ま
う
。
両
者
か
ら
強
い
お
叱
り

を
受
け
て
し
ま
う
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
。 （
鈴
木
） 

「米百俵の教え」像 

　
1
本
の
ボ
ー
ル
ペ
ン
で
書
い
て
、消
し
て
、

ま
た
書
け
る
の
が
、
パ
イ
ロ
ッ
ト
の「
フ
リ
ク

シ
ョ
ン
ボ
ー
ル
」で
あ
る
。
消
す
と
い
っ
て
も
、

筆
跡
を
消
し
ゴ
ム
で
削
り
取
る
の
と
は
別

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
、
消
し
カ
ス
が
で
な
い
。
そ

の
秘
密
は
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
イ
ン
キ
に
あ
る
。 

　
一
般
的
な
ゲ
ル
イ
ン
キ
は
水
に
顔
料
を
混

入
す
る
。
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
イ
ン
キ
は
顔
料
の

代
わ
り
に
、
発
色
剤
、
顕
色
剤
、
変
色

温
度
調
整
剤
を
封
じ
込
め
た
マ
イ
ク
ロ
カ
プ

セ
ル
が
使
わ
れ
て
い
る
。
常
温
で
は
発
色
剤

と
顕
色
剤
が
結
合
し
て
筆
跡
を
残
す
。
こ

の
筆
跡
を
、
ペ
ン
の
ボ
デ
ィ
後
部
の
ラ
バ
ー
で

こ
す
る
と
、
摩
擦
熱
に
よ
っ
て
変
色
温
度

調
整
剤
が
働
い
て
発
色
剤
と
顕
色
剤
の
結

合
が
解
か
れ
、
イ
ン
キ
の
色
が
無
色
透
明

に
な
る
。
イ
ン
キ
消
去
液
な
ど
化
学
式
の

消
去
方
法
と
も
異
な
り
、
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
イ

ン
キ
は
何
度
で
も
書
き
直
せ
る
。 

　
1
9
7
5
年
に
開
発
し
た
、
温
度
に
よ
っ

て
色
が
変
化
す
る
メ
タ
モ
イ
ン
キ
の
改
良

を
重
ね
て
得
た
の
が
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
イ
ン
キ

で
あ
る
。
メ
タ
モ
イ
ン
キ
は
、
変
色
温
度

の
幅
が
狭
く
、
マ
イ
ク
ロ
カ
プ
セ
ル
も
か
な

り
大
き
か
っ
た
。「
イ
ン
キ
と
し
て
の
用
途

を
広
げ
る
た
め
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
し
た
目
標
を
た
て
、
独
自
の
材
料

や
成
分
の
開
発
も
行
い
、
ら
せ
ん
階
段
を

登
る
よ
う
に
技
術
を
蓄
積
し
て
き
ま
し
た
」

と
パ
イ
ロ
ッ
ト
イ
ン
キ
商
品
開
発
部
課
長
・

千
賀
邦
行
さ
ん
は
語
る
。 

　
筆
記
具
に
用
い
る
た
め
の
改
良
で
は
、

マ
イ
ク
ロ
カ
プ
セ
ル
を
微
小
か
つ
均
一
に
し
、

同
時
に
カ
プ
セ
ル
膜
の
耐
久
性
を
高
め
、

顔
料
の
発
色
性
を
濃
く
す
る
の
が
難
し
か
っ

た
と
い
う
。
変
色
温
度
の
幅
を
決
め
る
温

度
調
節
剤
は
、約
20
年
に
わ
た
り
多
く
の

研
究
員
に
よ
っ
て
、
1
0
0
0
以
上
の
化

合
物
が
評
価
さ
れ
て
き
た
。
フ
リ
ク
シ
ョ
ン

イ
ン
キ
は
、
消
え
た
状
態
を
保
つ
変
色
温

度
の
幅
を
約
80
度
に
広
げ
る
こ
と
に
成
功

し
た
。 

　
イ
ン
キ
の
改
良
に
め
ど
が
つ
き
、

2
0
0
4
年
前
半
に
ボ
ー
ル
ペ
ン
の
開
発

が
正
式
に
ス
タ
ー
ト
。
ボ
ー
ル
径
0.7 
 

の
フ

リ
ク
シ
ョ
ン
ボ
ー
ル
は
05
年
末
に
フ
ラ
ン
ス
で

先
行
発
売
さ
れ
、
爆
発
的
な
ヒ
ッ
ト
と
な
っ

た
。
日
本
で
も
07
年
3
月
に
発
売
す
る
や
、

ビ
ジ
ネ
ス
シ
ー
ン
か
ら
勢
い
が
つ
き
、
予
想

を
上
回
る
売
れ
行
き
に
東
京
の
大
手
有

力
店
で
は
品
切
れ
が
1
ヵ
月
続
い
た
と

い
う
。
日
本
発
売
か
ら
1
年
間
で

4
0
0
0
万
本（
世
界
）を
売
り
上
げ
た
。 

　
07
年
9
月
に
0.5 
 

の
極
細
タ
イ
プ
を
発

売
す
る
に
当
た
り
、
筆
跡
を
よ
り
濃
く
す

る
イ
ン
キ
の
改
良
も
あ
っ
た
。
さ
ら
に
蛍
光
ペ

ン
、
24
色
の
カ
ラ
ー
ボ
ー
ル
ペ
ン
な
ど
、
フ
リ

ク
シ
ョ
ン
シ
リ
ー
ズ
が
続
々
と
登
場
し
て
い
る
。 

　
知
的
財
産
権
に
つ
い
て
、
同
社
知
的
財

産
室
の
増
田
敏
夫
さ
ん
は「
営
業
活
動
を

優
位
に
す
る
た
め
の
権
利
取
得
と
、
営
業

活
動
に
支
障
を
き
た
さ
な
い
よ
う
他
社
権

利
の
侵
害
防
止
を
行
う
こ
と
が
基
本
的
な

役
割
と
考
え
ま
す
」と
述
べ
る
。
長
年
の

研
究
成
果
が
つ
ま
っ
た
フ
リ
ク
シ
ョ
ン
ボ
ー
ル

も
知
的
財
産
権
で
し
っ
か
り
守
ら
れ
て
い
る
。 

　特許出願の明細書に記載し
た内容の一部を取り出して、
新たに別の特許出願にすること
を分割出願と呼びますが、分
割出願の出願日は元の出願（親
出願）の出願日まで遡及します。

特許権の存続期間は出願日から20年で満了し、
分割出願は遡及日から20年で満了します。それな
のに、遡及日から19年を過ぎてから分割出願をし

たものがあります。例えば特願2007-113585の遡
及日は昭和62年10月20日ですが、分割出願の提
出日は平成19年4月23日（約19年6か月後）です。
この分割出願は、もし出願と同時に権利化された
と仮定しても権利期間は約6か月しかありません。
また、遡及日から18年が過ぎてから分割出願をし
た結果、特許が成立はしたものの、特許の登録
時点で存続期間がわずかに5か月という特許権も
あります（特許3906233）。　 （弁理士 鈴木利之） 

 

　このコーナーに掲載御希望の方は、“特産品”のプロ

フィール・連絡先をＦＡＸ：03-3519-2706までお送りください。 

「フリクションボール」 
商標登録　第４９１１３３７号 
意匠登録　第１２７２５８７号 
　　　　　第１２７６０９９号 

何度も書き直せる筆記具 

商標登録  第５１２９３６７号 
　「米百俵」の教え 
　米百俵の配分を迫る困窮を極めた藩士たち
を前に、長岡藩の大参事小林虎三郎は「食べ
てしまえばあっという間だが、売ったお金で学
校を建て、子供達を教育していけば、いずれ
百万俵の価値となろう。その日暮らしでは街は
立ち直れない」と諭し、長岡藩は、この換金で
町民・農民の子供も入学できる学校を創りました。 
　「人創りこそ国創り」というこの米百俵の
教えは、その後の長岡の発展に寄与しました。 
　長岡市は、新潟県の中央に位置し、信濃
川が流れる豊かな地で、近世では徳川譜代
越後長岡藩の城下町として栄えました。 
　しかし、長岡藩は７万石ながらも幕末維新
の動乱では、中立の道を探りつつも、後世の
人々にその評価を委ねて明治新政府との戊
辰戦争に突入して敗北し、町の殆どが消失し
ました。この維新困窮の折、支藩三根山藩か
ら見舞いの米百俵が届けられたときの逸話
が「米百俵の教え」です。 
　「常在戦場」「義の心を貫く戊辰戦争」「米
百俵の教え」これら長岡精神は、連合艦隊司
令長官山本五十六元帥も生みました。 
　今日の長岡は、日本の復興を祈り散って行っ
た人々の思いと、復興に苦労さ
れた人々との思いが、二度の戦
いを通じて長岡精神と共に織り
なされてこそあるのです。 
　いつか私も悠久信濃川と米百
俵の実りの一粒と言われるべく、
弁理士一筋精進したいと思います。 

mm

mm

　江戸切子とは、江戸時代末期に江戸で
始まったカットグラス工法のガラス工芸・細
工のことをいいます。 
　江戸切子は、天保５年（１８３４年）に加
賀屋久兵衛が、江戸大伝馬町で金剛砂を
用いてガラスを彫刻し、模様を施したことが
始まりと伝えられています。そして、江戸切
子は江戸庶民の手によって発展していき
ましたが、明治初期には政府による殖産興
業政策の一環として、品川硝子製造所が
開設され、ヨーロッパの新しい技法が導入
されました。更に明治１５年には、英人技師
エマヌエル・ホープトマンにより当時最先端
の技術が伝えられ、江戸時代の切子の伝
統に近代工業の要素を取り入れた江戸切
子の近代的技法が確立されました。 
　このように江戸切子は、新しい技法を取
り入れつつもその伝統は途絶える事が無く、
また文様や用途も身近な庶民の暮らしとと
もに発展していったことから、「庶民の育て
た文化」ともいわれています。このような江
戸切子は、カットは深く鮮明で正確であり、
仕上がりにはっき 
りとした華やか 
さがある点 
に特徴が 
あります。 


